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 １．はじめに 18 



















   大澤 3 
 
スについての詳細は後述）。オープンサイエンスが広がった背景等については 3 章38 
および他の文献に譲るが9,10、現在、少なくとも科学データは、必ずしも専門知識を39 

















分化できる夢の細胞と言われた STAP 細胞について、再実験によって再現性が得ら57 






























電子的にスキャンする高精度 3 次元スキャナにより、目視や顕微鏡では認識できな84 




取した 1 つの標本について、それを採集者が独占するのではなく、第三者にも利用89 
可能にすることで、形態観察に基づく研究、3D による詳細な形態研究、DNA 情報90 
を利用した研究というように、少なくとも 3 つの異なる研究の材料にすることがで91 
きるようになったわけである（図 1）。そして利用者は、数十年後の未来に現れる92 






















オープン化とは，オープンデータの活用推進を図るグループである Open 113 
Knowledge Foundation によると「無償かつ自由に利用可能にする」ことであり、114 
オープンデータとは、この考えに従い、（1）利用できる，そしてアクセスできる 115 
（2）再利用と再配布ができる（3）誰でも使える という 3 点をすべて満たすこと116 
が要件とされている22。このオープンデータという考え方は比較的新しいもので、117 
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域が全国的に重なっていることを示したものである26（図 3）。空間解像度は約 10km142 























エンスは、科学技術基本法に基づき 5 年に 1 度策定され、日本の科学技術に関する164 
基本的な考え方となる第 5 期科学技術基本計画にも明記されており34、科学の新し165 
い潮流であると同時に、既に日本における科学技術政策の一部となっている。2018166 
年には日本で初めてオープンサイエンスを冠した学術大会「Japan Open Science 167 
Summit （JOSS）2018」が実施され、筆者も登壇した35。この大会は 2019 年に168 
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７．国内における科学データのアーカイブ 198 




生物学における塩基配列データベース International Nucleotide Sequence 203 
Database40である（図 5）。このデータベースは日本の国立遺伝学研究所の DNA 204 
Data Bank of Japan（DDBJ）センター、アメリカの National Center for 205 
Biotechnology Information（NCBI）、ヨーロッパの European Bioinformatics 206 










筆者が深く関わる地球規模生物多様性情報機構（Global Biodiversity 217 
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Information Facility: GBIF）という国際的な取り組みでは、標本情報を中心に、218 
生物の分布情報を世界レベルで収集し、集積したデータは全てインターネットを通219 
じてオープンデータとして自由に利用可能としている41,42（図 6）。集積されたデ220 
ータの件数は 2019 年 5 月時点で約 13 億レコードと、関連分野においても世界最221 
大規模となっている。GBIF の国内拠点である JBIF（Japan node of Global 222 
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理する公的アーカイブ（例えば先述の JAIRO Cloud, International Nucleotide 238 
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図 1. 現在可能な生物標本の利用方法の例。デジタル化された 3D データや遺伝子391 
情報は劣化せず複製することもできる。 392 
 393 
図 2. オープンデータ憲章において著されたオープンデータに期待されることの概394 
念図。 395 
 396 
図 3. 筆者が研究で利用した絶滅危惧種の分布データおよび耕作放棄地の分布デー397 
タ。いずれもオープンデータである。 398 
 399 
図4. 国立情報学研究所が提供している学術リポジトリJAIRO Cloudと首都大学東400 
京（東京都立大学）図書館の学術リポジトリみやこ鳥。みやこ鳥は JAIRO Cloud401 
を使っている。 402 
 403 
図 5. 国際塩基配列データベース International Nucleotide Sequence Database。 404 
 405 
図 6. 生物多様性に関する各種データをオープンデータとして提供する GBIF およ406 
び、その日本活動である JBIF それぞれのトップページ。 407 
 408 
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図 7. オープンデータが再利用されることによって価値が向上するという考え方の409 
概念図。 410 
 411 
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